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症例は 62 歳男性。1 年前に当院で心筋梗塞のため CABG が施行さ
れている。経過観察のための冠動脈 CT で腹腔内腫瘤を認め、当科











様の紡錘形細胞が不規則に増生した Desmoid-type ﬁ bromatosis で
あった。5mm の腫瘍は膠原線維束の結節状増生よりなる間葉系腫

































【対象・方法】DPC データは DPC ベンチマークシステム EVE より
ダウンロードして使用した。看護必要度データは 2013 年 4 月 1 日












重症度割合の入院後 14 日目までの推移は、予定入院では 5％未満
で横ばいだったのに対し、救急医療入院では入院後３日目をピーク
に漸減する傾向が見られた。後者の重症度割合は前者に比べ有意に
高かった。各症例の退院日を 1 日前倒しにすると全体の重症度割合
は 0.8％上昇すると予想された。また、手術実施症例の術前日数を
1 日短縮することで重症度割合は 0.4％上昇が見込まれた。
【結論】今回の分析で術前日数や在院日数短縮の重要性、救急部
門強化の必要性を院内に示すことができた。看護必要度データは
DPC データと関連づけることで疾患管理において有用なツールと
なり得る。
